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本荘港

1. 概況

　本荘港はその昔、古雪港といわれ、子吉川の河口港として
繁栄し、由利地方の門戸をなしていた。
　本荘港は、背後の子吉平野を中心とした農林業の集積地と
して、米穀物及び木材の移出や塩、砂糖、その他雑貨類の移
入が盛んで、北海道、加賀、出雲、遠くは大阪方面と交易し
ていた。
　しかし、河口港であるため子吉川の流下土砂及び季節風に
よる漂砂等により河口閉塞を招き、また、鉄道の開通により、
海運の多くが鉄道輸送に代わったことから、港勢は衰退の一
途をたどった。
　昭和5年、内務省告示により指定港湾に採択され、さらに

昭和28年に港湾法により地方港湾に指定されるに至り、本格
的に整備が始められた。本港の整備は、第4次秋田県総合開
発計画（昭和51～昭和55年）及び、秋田県総合発展計画（昭
和56～平成2年）で海洋性レクリエーション基地として位置
づけられ、本荘マリーナ、マリーナ海浜公園、海水浴場等の
事業を展開した。
　また、平成7年からは、多様化する余暇需要に対応すると
ともに地域の活性化を狙いとした、シーサイド・オート・ビ
レッジ整備事業に着手し、平成12年に供用を開始している。
　このような海洋性レクリエーション基地は、本県最初のも
のであり、鳥海高原を中心とした山岳観光資源と一体となっ
て、本荘・由利地方の広域的レクリエーション網の一翼を担
う施設となっている。
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5. マリーナ
区　　分

名称など

施　設　規　模 収　　容　　能　　力
上下

架施設
（能力、

基数）

泊
地
水
深

（m）

開設
年度 関連施設陸域

（㎡）
水域

（㎡）
防波堤
延長

（m）
合計

（隻分）

陸上保管 水面保管
ボート
ヤード

（隻分）
艇庫

（隻分）
浮桟橋

（隻分）
固定
桟橋

（隻分）
本荘マリーナ

〒015–0012
由利本荘市石脇
字田尻35
☎0184–24–5864

16711.3 51,680 487 163 114 0 49 0 吊り上げ
荷重
25t　1基

3 昭和59年 クラブハウス
給水施設

4. コンテナターミナルの概要
該当なし

2. 港勢
該当なし

3. 港湾施設
保　　管　　施　　設

区　　　　分 棟数 面積・容量
野積場
　（水産品） – 3,528㎡
普通倉庫
　1～3類倉庫 – –
　危険品倉庫 – –
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） – –
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – –

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 – –
はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

– –

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 2638.8
新交通・鉄道
ヘリポート –

6. 緑地
該当なし

7. 基地港湾
該当なし

8. ポートサービス
該当なし

9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

法務省仙台入国管理局秋田出張所 〒011–0951　秋田市山王七丁目1–3 018–895–5221
財務省函館税関秋田船川税関支署 〒011–0945　秋田市土崎港西一丁目7–35 018–845–0735
農林水産省横浜植物防疫所新潟支所秋田出張所 〒011–0945　秋田市土崎港西一丁目7–35 018–845–1411
海上保安庁第二管区海上保安本部
秋田海上保安部

〒011–0945　秋田市土崎港西一丁目7–35 018–845–1621

国土交通省東北運輸局秋田運輸支局 〒010–0816　秋田市泉字登木74–3 018–863–5811
由利本荘警察署 〒015–0817　由利本荘市中町27 0184–23–4111
由利本荘市役所 〒015–0871　由利本荘市尾崎17 0184–24–3321
秋田県建設部港湾空港課 〒010–8570　秋田市山王四丁目1–1 018–860–2541
秋田県由利地域振興局建設部 〒015–8515　由利本荘市水林336 0184–22–5437
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